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研究成果の概要（和文）：本研究は，多言語・多文化化する学校に対応できる教員（以下，多文化教員と呼ぶ）を養成
する学部教員と現職教員を対象とする教師教育システムを開発するためのアクション・リサーチである。研究では，海
外との比較調査，受講者へのアンケート調査等による実践したプログラムの分析を行った。最終成果として，開発され
たプログラムの一部を『実践例集』として公開した。

研究成果の概要（英文）：The study is an action research which explores how to develop training system for 
pre- and in-service teachers for multilingual and multicultural schools.
    Comparative study was done between Japanese and American  teacher training systems. The practices of t
eacher training for pre- and in-service teachers wer analysed by using questionnaire of the participants. 
The revised training programs were collected and published as a resource book for teacher trainers.
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１．研究開始当初の背景 
 日本の学校で多様な言語文化背景をもつ
子どもたちが学校での学習において直面す
る課題について論じられるようになって久
しい。なかでも日本語の学習をめぐる問題は
子どもの認知発達にも影を落とす深刻な問
題である。 
 しかし，このような子どもたちの日本語指
導に当たるために学校教員には新たにどの
ような資質・能力が必要とされるのか，また
それをどのようにして身につけていくのか
に関して，学校教員養成の分野でも，日本語
教育の分野でも，十分な議論が行われてこな
かった。そこで申請者らグループは平成
20~22 年度の３ヶ年の計画で科学研究費基
盤研究Ｃ「多言語・多文化化する学校で求め
られる教員の日本語教育に関する資質・能力
とその育成に関する研究」（以下，「基盤Ｃ」
と略）を実施し，学校教員に必要とされる能
力資質について調査を行ってきた。その結果，
多文化状況特有の子どもの教育課題の認識
や，自らの文化を批判的に捉える視点につい
ては，認識がじゅうぶんでないことが明らか
になった。また，教員が現場で新たな教育課
題に出会うことをきっかけに成長をとげる。
そのため，課題を克服し，自らの成長に結び
つけていくための「課題解決能力」が必要で
あることがわかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究においては，(1)教員養成課程におい
て多言語・多文化の背景をもつ子どもたちの
日本語指導に必要な資質を養うためのシス
テムと(2)現在教壇に立っている現職教員が
多言語・多文化の背景をもつ子どもたちの日
本語指導に必要な資質能力が獲得できるよ
うな再研修システム，の２つを開発する。プ
ロジェクトメンバーが開発し，自身が試行し
効果を実証しながら改善して，社会に提案す
る。 
 
３．研究の方法 
 海外調査も含めた理論研究により多文化
化に対応できる教員養成・教師教育研究の新
たな枠組みを策定する。同時に，望ましい教
員養成・教員研修のあり方を探るため，すで
に明らかになった学校の多文化化で必要に
なる教員の資質・能力を養成するため，教員
養成・現職教員研修の内容や方法を設計し，
実際にメンバーが関わる教員養成や現職教
員研修の場で実践を行うというアクショ
ン・リサーチを行う。 
 最終年度には研究成果をテキストやマニ
ュアルの形にまとめ，関係者に配布し，評価
を受ける。 
 
４．研究成果 
(1) 理論研究 
教師教育の新たな視点を得るため，ドイツ
（バーデンビュルテンブルグ州），アメリカ

（カリフォルニア州およびミシガン州）にお
いて授業見学および関係者の聞き取り調査
を行った。ミシガン州では，現職教員に対す
るワークショップにもあわせて参加した。ま
た，文献により教師教育に関する情報を収集
した。海外における調査や学会から，日本語
と諸外国は，多様な言語文化背景をもつ児童
生徒の在籍規模においては大きく異なるも
のの，一般の学校教員は必ずしも多言語多文
化環境に対する十分な研修を受けて現場に
立つわけではないという点では，直面する課
題は共通である。 
また，実践者の指導力の向上における研究

者と学校現場との協働のあり方を考えるた
め，アメリカミシガン州における協働の実践
例と日本の全国および都道府県レベルで行
われている研修の例とをそれぞれケースス
タディとして分析し，比較した。アメリカ側
のケーススタディでは，ESL の子どもの読み
書き能力を向上させるため，専門知識をもつ
研究者がメンターとなり，双方向イマージョ
ンのような新しい教育環境の創生に積極的
に関与している様子が紹介された。このよう
に実践の改善に協力することは研究者の社
会的責務とされていた。一方，日本側のケー
ススタディの分析では，研修が単に研究者が
求めに応じて専門知識を提供するというの
ではなく，実践者との協働によって作り上げ
られるべきものであること，また，そのプロ
セスで双方の成長が促される必要があるこ
とが浮かび上がった。 
                                
(2) 教員養成システム開発 
メンバーが担当する学部生を対象とした

授業において，実践を記録し，学生の反応を
質問紙法などによって収集した。問題を子ど
もの心理の問題に帰着させる傾向が見られ
た。しかし，多言語・多文化の背景をもつ子
どもたちの問題は，個人的なマクロのレベル
だけでなく，メゾ･ミクロレベルの課題が複
合して生じていることが多いため，例えば言
語政策等，多様な観点から問題を捉え直させ
たりして，問題の根源にあるものは何かを考
えさせる必要がある。その上で「隠れたカリ
キュラム」についての自省的問い掛け(田淵
2007)や，ソーシャルワーカーをはじめ多様
な人々との連携の重要性に目を向けさせる
ことが求められる。また，学生の認識に働き
かけるためには，段階性を意識したカリキュ
ラムの組織化や参加型の活動の工夫が重要
であり，学校現場との一層の連携が求められ
ることが示唆された。 
 
(3)  現職教員研修システム開発 

(2)同様，現職教員を対象とした校内研修，
教育委員会主催の研修に分担者が協力した
場合に，その感想を質問紙によって収集した。
また，教員のライフヒストリーを収集し，学
校教員が多様な言語文化背景の子どもたち
に対する実践の中でどのようにキャリアを



形成しているのかを探った。また，職教員に
ついては，２つの研修をケーススタディとし
て検討した。２つのケースにおいて現職教員
の学びを引き起こした特徴を分析したとこ
ろ，多様な実践や課題に触れることが，他者
との対話を引き起こし，新たな視点を提供し
ていた。それが結果的に，教員の気づきと実
践改善のための具体的な方策の工夫を引き
出すことにつながっていた。 
 
(4) 『実践例集』作成 
開発したシステムを『実践例集』の形で冊

子としてまとめ，関係者および関係諸機関に
配布した。 
 実践例集に収録した実践はいずれも本プ
ロジェクトのメンバーが自身で開発し，実際
に実践したものである。大学の１学期間の授
業科目として行われたもの，地域との協働に
よる現職教員や地域の支援者を対象とした
研修，実習やボランティア体験といった実地
教育など，多様な形態の養成・研修がある。
またさまざまな授業や研修で使える活動も
収録している。それぞれの実践は「対象」「目
的」「時間数」「内容」の観点から整理し，最
後には実践してみた振り返りも掲載してい
る。さらにプロジェクトメンバーが提案した
「多文化教員養成のための教育課程構成案」
に基づき，それぞれの実践で多文化教員に必
要とされるどのような資質や能力が養われ
るかという観点からも分析を行っている。 

 この種の実践が冊子という形でも公にさ
れるのはこれまで例を見ないことであり，各
所からは大きな反響が得られた。 
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